
27

奈良教育大学自然環境教育センター紀要,  15：27－34（2014）

総　　説
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要旨：2011年4月から2012年1月にかけて奈良公園で死亡した18頭のニホンジカ（Cervus 

nippon）の死体から頭部の皮を剥ぎ取り，表皮よりマダニ類を捕獲した．マダニ科 Ixodidaeに
属する2属4種（フタトゲチマダニ Haemaphysalis longicornis，キチマダニ H. flava，オオトゲ
チマダニ H. megaspinosa，タカサゴキララマダニ Amblyomma tetsudina）を同定した．ニホン
ジカ頭部に付着していたマダニの棲息密度は，奈良公園の平坦部で採取されたニホンジカよりも
山麓部で採取されたニホンジカで高かった．これはニホンジカが棲息していた植生がニホンジカ
頭部に棲息するマダニ類棲息密度の違いをもたらしていたことを示唆した．
坂井 明澄，鳥居 春己（2014）奈良公園で死亡したニホンジカ Cervus nipponから採取したマダニ
類について．奈良教育大学自然環境教育センター紀要，15: 27-34. 
キーワード：マダニ類、ニホンジカ、植生、奈良公園

Abstract : Ticks were collected from eighteen carcasses of sika deer (Cervus nippon) in Nara Park, 
central Japan, during April 2011 to January 2012. Skins were peeled off their heads and ticks were 
captured from the surface of these skins. We detected 2 genera 4 species, i.e., Haemaphysalis 

longicornis, H. flava, H. megaspinosa, Amblyomma tetsudina, belonging to Ixodidae. Tick density 
of the deer head in the foot of a mountainous area was higher than that in flat area in Nara Park. 
This indicates that the vegetation of deer habitats causes the difference of tick densities on the 
deer head skins. 
Sakai A, Torii H (2014) Tick fauna collected from the carcasses of sika deer in Nara park, central 
Japan. Bulletin of Center for Natural Environment Education, Nara University of Education, 15: 
27-34. 
Keywords : Ixodidae, Sika deer, vegetation, Nara Park 
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Ⅰ．はじめに
奈良公園周辺に棲息するニホンジカ（Cervus nippon､ 以後シカと呼ぶ）は春日大社の神鹿思
想などにより1000年を超えて保護されてきた。しかし、その間にも明治維新や戦後の混乱期に
は個体数を激減させた。その後、1957年に天然記念物に指定されてからは、順調に個体数を増
加させ、近年は1100～1200頭を推移している（Torii and Tatsuzawa 2009）。この長期に渡る保護
により、現在の奈良公園平坦部の植生はシカによって大きく改変されたものと考えられる（渡辺
1976）。隣接する特別天然記念物春日山原始林においてもシカによる実生や稚樹の採食から森林
更新への影響が大きく（Shimoda et al. 1994）、シカの不嗜好性植物であるナンキンハゼやナギの
分布域が拡大しつつある（前迫2006）。春日山では鳥類確認種数が減少しているが、平坦部での
シカ個体数増加が春日山にも影響していることが示唆される（前迫2002）。シカ個体数増加は全
国的な現象で、各地において農業被害や植生改変が起きている（辻岡 1999）。さらに、シカによ
る植生改変によってネズミ類（Suda et al. 2003）、不嗜好性植物の増殖を介してミミズ類（關・小
金澤 2010）、鳥類（奥田ほか 2012）など他の生物群集に影響が及ぶことが明らかにされつつある。
シカ個体数増加の影響はこれら以外の分類群においても起きていることが容易に想像できる。
マダニ類は植物上で鳥類や哺乳類などを待ち、それらの体表への寄生後に吸血と脱皮を繰り返
して成虫となり、地上に産卵する（佐伯 1998）。孵化した幼体は再び植物上で寄主を待つという
生活環を持っている。いくつかのマダニ類にとってシカは有力な寄主（Wilson et al. 1985）であ
ることが報告されている。シカによる林床植生の貧弱化や草丈の低下は寄生主への移動阻害を意
味することから、マダニ類はシカ個体数増加の影響を受ける分類群の一つであると予想される。
島根県（Yamaguchi et al. 2009）や奈良県（藤本・山口 1990b）においてはシカ棲息の有無とマダ
ニ類の種構成の違いが報告されている。
奈良公園内でも林床植生が比較的残っている春日山や高円山山麓部と公園平坦部では、シカに
寄生する種構成も異なると予想される。これらのことから、シカに寄生しているマダニ類相を明
らかにし、平坦部と山麓部に棲息するシカのマダニ類寄生数の違いからマダニ類相へのシカ個体
数増加の影響を検討することを目的として、奈良公園とその周辺地域で死亡したシカからマダニ
類を採取した。また、シカ寄生種との比較のため一部の地域で旗ずり法（寺田2011）によりマダ
ニ類を採集した。
なお、奈良公園は都市公園法に基づく「奈良県立都市公園奈良公園」、文化財保護法による「名
勝奈良公園」などにより定義されている。しかし、本論では広義に解釈し、厳密には用いていない。

Ⅱ．材料と方法
　　シカ死亡個体からのマダニ類採集
奈良公園周辺地域では毎年200頭を越えるシカが交通事故等で死亡し、（財）奈良の鹿愛護会（以

後、愛護会と呼ぶ）により、回収されている（鳥居ほか2000）。2011年4月から2012年1月の間に、
死亡直後に回収されたとみられるオス9頭、メス9頭の合計18頭から頭皮を剥皮し、そこに寄生
しているマダニ類を採集した。18頭の回収地点は Fig. 1に示した。
剥皮した頭皮は奈良教育大学の自然環境教育センター実験室に持ち帰り、白紙の上に放置
し、寄生あるいは這い出してきたマダニ類を目視により採取し、80％エチルアルコールに保存
した。吸血中の個体は損傷を防ぐため吸血部位周辺のシカの表皮ごと切り取って保存した、頭
皮は広げてコピー機で写し取り、写し取った頭皮と同じ形に切った厚紙の重量と面積既知の同
じ厚紙の重量比から頭皮面積を求めた。なお、頭皮は両耳を含んで頭蓋部を覆う部分を剥がし
た。マダニ類は光学顕微鏡下で観察し、形態学的な特徴から種を同定した。しかし、チマダニ属
Haemaphysalisの幼虫と若虫は光学顕微鏡では形態による同定は困難なこと（高田1990）から、
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幼虫と若虫は属までの同定に留めた。キララマダニ属 Amblyommaでは成虫と若虫は種まで同定
したが、幼虫は属までに留めた。また、損傷等により形態の変化したものについては不明とした。
マダニ類以外の寄生種も採集した。それらの種名については日本ダニ類図鑑（江原1980）、病原
ダニ類図譜（高田1990）に従った。

　　植物上からのマダニ類採集
2011年4月から12月にかけて Fig. 1に示した奈良教育大学の草地（秋に草刈りするのみの緑地
で、以後は学内と呼ぶ）と、新薬師寺周辺においては同年4月から9月に、各月1回、約100×
100㎝の旗状にしたネルの布を用いて旗ずり法（寺田2011）によりマダニ類を採集した。採集に
は降雨日は避け、採集時間は 1時間程度とした。採集したマダニ類の処理はシカからのそれと同
様であった。

Ⅲ．結果
　　マダニ類の種構成
　18頭のシカ全てからマダニ類が採集され、若虫や幼虫で種まで同定することができなかった
個体、不明25個体を含め、チマダニ属3種とキララマダニ属1種の2属4種合計 3862個体を採集
した（Table 1）。なお、タカサゴキララマダニ Amblyomma tetsudinaはすべて若虫だった。4月
には4頭のシカからフタトゲチマダニ Haemaphysalis longicornis成虫が255頭採集され、4月の
全採集個体の94.8％を占めた。その他に、少数のキチマダニ H. flavaやタカサゴキララマダニも
採集された。5・6月に採集されたマダニ類はキチマダニ2頭で、他はすべてフタトゲチマダニだっ

Fig. 1.  Sites of collecting ticks from Japanese deer carcasses in the Nara park
   	 Figures in the map indicate the sample number in Table 1. 
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た（6月の2頭から90個体、6月の4頭からは1484個体）。10月はシカ２頭から採集したが、成虫
の採集数は減少し、フタトゲチマダニ３個体とキチマダニ1個体のみであった。11月以降の7頭
ではフタトゲチマダニは採集されていない。一方、11月の1頭のシカからはキチマダニ1種のみ
20個体を採集した。12月の2頭のうち1頭からは成虫は採集されなかったが、1頭からはキチマ
ダニ294個体とオオトゲチマダニ H. megaspinosaの成虫37個体を採集した。1月の3頭からもキ
チマダニ成虫75個体とオオトゲチマダニ成虫20個体を採集した。なお、7～9月は、死亡直後と
みられる個体を得ることができなかったため採集を行っていない。

　　マダニ類のシカ頭部への寄生密度
　マダニ類のシカ頭部への寄生密度を求めた。個体によって大きな差が見られ、密度の高い個体
では1.43個体 /cm2、少ない個体では0.002個体 /cm2であった（Table 2）。4～6月と10～1月の2
期に分け、シカ1頭当たりの平均寄生個体数をみると、前者では0.39±0.40個体/cm2、後者は0.09
±0.13個体/cm2となり、前者が有意に高かった（マンホイットニーの U検定， p < 0.010）。

　　マダニ類の性比
　Table 1に示したように、今回の調査でシカから採集したフタトゲチマダニではオスが69.3%
を占めた（オス1269個体、メス563個体）。キチマダニではオスが 91.0%（オス329 個体、メス77
個体）、オオトゲチマダニもオスが 78.9%（オス45個体、メス12個体）を占めた。以上のように
フタトゲチマダニ、キチマダニ、オオトゲチマダニにおいては、ほぼすべてのシカにおいて、オ
スの個体数がメスより有意に多かった（それぞれ，χ2 =272.1，156.4, 19.1，すべて p < 0.001）。タ
カサゴキララマダニは採集個体数が少ないため、性比については検討していない。

　　山麓部と平坦部におけるシカへのマダニ類寄密度
　今回、回収された 18 頭のシカの死亡していた地点から、山麓部と平坦部に分けた（Fig. 1）。
No. 1、7、8、9、14、16の6 頭が山麓部とみなされ、それらではマダニ類の個体数が多かった。
山麓部個体のマダニ類寄生密度は0.35±0.24個体/cm2、平坦部で回収されたものは0.21±0.38個
体 /cm2で、前者が有意に高かった（マンホイットニーの U検定 , p < 0.01）。

Table 2. Density of ticks of the head of deer carcasses in Nara Park
No Month Number of ticks Area of skin peeled/cm2 Density /cm2
1 April 486 870.0 0.56
2 April 133 630.6 0.21
3 April 201 654.5 0.31
4 April 49 613.1 0.08
5 May 114 411.3 0.28
6 May 44 513.5 0.09
7 June 693 953.1 0.73
8 June 151 782.5 0.19
9 June 1120 783.4 1.43
10 June 58 828.3 0.07
11 October 61 817.8 0.07
12 October 5 709.1 0.01
13 November 30 946.2 0.03
14 November 530 1284.3 0.41
15 November 3 705.1 0.00
16 December 134 1131.8 0.12
17 December 1 601.1 0.00
18 December 49 996.5 0.05

2 2
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　　植物上で採集されたマダニ類
　学内および新薬師寺近辺において旗ずり法により植生上から若虫と幼虫を含み2050個体を採
集したが、成虫はすべてフタトゲチマダニであった。学内においては4～7月には成虫42個体、
同期に若虫は354個体、11月に成虫3個体、幼虫は4月に5個体と8～11月に1646個体が採集され
た。12月にはマダニ類は採取されなかった。新薬師寺周辺において成虫は5～7月に25個体、若
虫は4～9月に190個体、幼虫は7～9月に33個体を採集した。

　　マダニ類以外の寄生動物
　マダニ類以外では No. 10，16，17，18の4頭からシカシラミバエ属（Lipoptena）をそれぞれ23
個体、1個体、2個体、1個体採集した。日本には3種のシカシラミバエが棲息し（中山2007）、奈
良公園にはそのうち最も採集記録が多いと思われるヒメシカシラミバエ Lipoptena fortisetosaだ
けでなく、クロシカシラミバエ L. sikaeが採集されている（Mogi 1975）。しかし、今回の調査で
採集したシカシラミバエは種までは同定していない。

Ⅳ . 考察
今回の調査でシカへの寄生はフタトゲチマダニ、キチマダニ、オオトゲチマダニ、タカサゴ

キララマダニの2属4種を確認した。採取したマダニ類の成虫は4～6月の98.7％がフタトゲチマ
ダニ、10～1月は86.7％がキチマダニ、12.7％がオオトゲチマダニに占められた。奈良公園のシ
カに寄生するマダニ類の優占種は、春はフタトゲチマダニ、冬はキチマダニと考えられる。ま
た、植物上で採集したマダニ類はフタトゲチマダニのみであった。しかし、チマダニ属は成虫の
みの種同定で、若虫と幼虫は属の同定に留め、マダニ属も幼虫は属の同定に留めた。そのため、
種を特定していない若虫や幼虫に、他のマダニ類がいなかったとは言い切れない。藤本・山口
（1990b）は奈良公園とその周辺地域において旗ずり法で本報と同様にフタトゲチマダニやキチ
マダニ、オオトゲチマダニを採集するとともに、ヒゲナガチマダニ H. kitaokai、ヤマトマダニ
Ixodes ovatus、タネガタマダニ I. nipponensis、アカコッコマダニ I. turdus、タイワンカクマダ
ニ Dermacentor taiwanensisを採集している。本論により新たにタカサゴキララマダニも採集さ
れた。これらのことから、奈良公園とその周辺地域では9種のマダニ類が確認されたことになる。
千葉県南部においてもフタトゲチマダニは夏に優占し、秋から春はオオトゲチマダニが主で

あった（森ほか1995）。島根県ではマダニ類は4～6月にはフタトゲチマダニとヤマトマダニがシ
カから採取され、10月にはフタトゲチマダニは採集されなかった（Yamaguchi et al. 2009）。北岡・
藤崎（1972）は丹沢に生息するマダニ相で、オオトゲチマダニの成ダニは 11～2 月にシカに無数
に寄生し、0℃以下においても、植生上に活発な活動が認められたと報告している。一方、フタ
トゲチマダニの若虫と成虫は秋から冬には土壌中で越冬し、春から夏にかけて植物体に出現する
（角田2000）。藤本・山口（1987, 1990a）によるとキチマダニは比較的宿主相が広く、中型哺乳類
を中心に多様な野生動物に寄生するという。また、猪熊・大西（1995）は、狩猟期間中に24府県
の43頭すべての狩猟犬から検出される優占種であったと報告している。これらのことから、今
回フタトゲチマダニが春から秋に、キチマダニとオオタオゲチマダニが冬期に優占種となったこ
とは一般的な傾向と言える。
山麓部から回収されたシカのマダニ寄生数が平坦部で回収されたシカよりも多いことは季節性
を無視すると、平坦部の草丈が鹿の採食により低くなったことを示唆する。
藤本・山口（1990b）はシカが棲息する奈良公園平坦部と山麓部、シカが棲息しない公園の周

辺地域で、4～5月に旗ずり法により、マダニ類を採集した。それによると、3地域のダニ類の
種構成に違いが見られた。平坦部では成虫は2属6種が採取され、そのうちフタトゲチマダニが
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77.1％を占め、キチマダニ（11.4％）がそれに次ぎ、それらの他にオオトゲチマダニ、ヒゲナガチ
マダニの2 種が採集された。山麓部ではヒゲナガチマダニ（43.6％）、キチマダニ（12.1％）、オオ
トゲチマダニ（19.8％）3種で75.5％を占め、その他にヤマトマダニ、フタトゲチマダニ、タネガ
タマダニ採集されている。さらに、周辺地域ではキチマダニが90.2％を占め、キチマダニ8.5％
が次いだ。フタトゲチマダニはわずか0.5％で、それ以外にはタネガタチマダニ、オオトゲチマ
ダニ、タイワンカクマダニ、アカコッコマダニの3種が採集されたことから、3属7種が採集さ
れている。島根県では旗ずり法により4属12種が確認されているが、シカの棲息地では2属7種、
シカからは2属4種が確認されている（Yamaguchi et al. 2009）。角田（2006）は神奈川県丹沢地域
において、シカによるリター層や林床草本などの減少を通して、マダニ類の多様性の低下を示唆
している。奈良公園においてもシカ棲息地ではマダニ類の種多様性が低下している可能性が考え
られるが、他の哺乳類の棲息状況やそれらの種からのマダニ類の確認が必要であろう。
シカ頭部のフタトゲチマダニはオスがメスよりも有意に多かったが、植物上からはあまり差が
なかった。この結果は千葉県における結果（森ほか1990）と同様だった。フタトゲチマダニは単
為生殖系統がほぼ全国的に分布し、単為生殖系統ではメス：オスは1500：1とメスに大きく偏る
性比であるが、西日本には両性生殖系統も分布し、オスの比率も高くなる（佐伯 1998）。そのため、
奈良公園周辺には両性生殖系統も棲息するものと考える。キチマダニ、オオトゲチマダニも性比
はオスに偏った。しかし、シカからの採集のみで植物上からは採集されていないため、単為生殖
の可能性には言及できない。
山麓部と平坦部では、シカ頭部から採集されたマダニ類相が異なっていたが、これが山麓部と
平坦部の植物上のマダニ相の違いに起因するためかは、今後旗ずり法などでの詳細な調査が必要
であろう。
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